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　宮城県の伊豆沼・内沼は、貴重な湿地生態系として

国内外に広く知られ、ラムサール条約の登録湿地とも

なっている。とくにガン類、カモ類、ハクチョウ類な

どの渡り鳥が越冬のために多数渡来し、秋冬期にはそ

れら水鳥たちでたいへんなにぎわいを見せる。また、

鳥たちのにぎわいを見るために国内外から多くの人が

訪れ、生きものの世界のすばらしさや不思議さに感動

していく。伊豆沼・内沼は、渡り鳥を中心とした湿地

生態系のかけがえのない地であり、生物多様性にかか

わる保全や教育・普及啓発活動のモデル地域となって

いる。

　宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団は、そうした伊豆

沼・内沼の保全、教育・普及啓発にかかわる中核機関

となっている。ここではまた、湿地生態系をめぐる研

究にも多大な労力を注いでいる。保全や普及啓発の推

進のためにも、その地の自然や生きものの世界の成り

立ちを明らかにすることが極めて重要であるとの視点

からである。研究から生み出される新鮮な情報は、多

くの人によりわかりやすく、よりインパクトのあるも

のとして伝わる。

　研究発表の場としては、財団が発行する伊豆沼・内

沼研究報告がある。この研究報告には、ガン・カモ・

ハクチョウ類などの渡来状況や生態・行動から、植物、

魚類、昆虫、外来生物などの分布や生態、そしてそれ

ら生物間の相互作用まで、さまざまな分野の研究成果

が掲載される。この地の生物多様性、生態系解明をめ

ぐって一つの雑誌に関連論文がまとまって出るという

のは、湖沼全体の成り立ちを理解する上でたいへん好

ましい。もちろん、財団の研究者は研究成果をほかの

学術誌にも公表している。が、成果の一部を伊豆沼・

内沼研究報告に載せることで、財団内部の研究者間の

情報共有も促進されているに違いない。それはいろい

ろな形で、共同研究に結びついているものと思われる。

　一方、最近、伊豆沼・内沼研究報告には、財団以外

の各地研究者からの投稿も増えている。湿地生態系の

研究や保全にかかわる発表の場として、同誌が重要視

され、各地の研究者間の連携や情報交換が促進されて

いるように思われる。

　伊豆沼・内沼環境保全財団は、２０２３年１２月以来、

「スワンプロジェクト」をも主導している。このプロ

ジェクトは、ハクチョウ類の渡りの実態を国内外に一

般公開し、ハクチョウ類の生態や保全について広く

知ってもらうことを目的としている。渡りの状況は、

ハクチョウに装着されたカメラが映し出す画像ととも

に、多言語で、ほぼリアルタイムで公表される。その

様子を見た一般市民が現地におもむき、実際の様子を

観察したのち情報をインターネット上に公表する。研

究、普及啓発、保全が一体となって機能する画期的な

プロジェクトである。

　今後も、伊豆沼・内沼のすばらしい自然や生きもの

の世界が維持され、それをめぐる研究や保全活動、そ

してスワンプロジェクトに代表される「市民科学」が

発展していくことを願ってやまない。

伊豆沼・内沼の生態系・保全上の価値
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調査・研究活動の歩み
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　“伊豆沼・内沼環境保全学術調査報告書”が１９８８

年３月に刊行された。学術調査委員会の委員長であり、

財団の初代理事長であった故加藤陸奥雄先生は、「こ

の地域は、人間生活と深い関わりをもった歴史をもち、

今後も人為の影響をまぬかれることはできない。むし

ろ、鳥類の生息環境と人間の活動環境とを融和させた

かたちでとらえることが必要と考え、この基礎的調査

においても周辺環境を含めてとらえることに努めた。」

と緒言で述べている。

　人為の影響をまぬかれることができない地域での鳥

と人間の融和、これはまさに人が自然に手を入れて管

理するという「保全」であり、この言葉が現れるずっ

と以前に、こうした先駆的な考え方が示されていたの

である。そして学術調査委員会の報告を踏まえ、「当

地域の自然的及び社会的現状の解析がなされ、環境保

全対策についても言及する」、“伊豆沼・内沼環境保全

対策に関する報告書”が１９９２年に刊行された。

　伊豆沼・内沼の環境保全の確固たる基盤を築いたこ

の２つの報告書で示された、加藤先生の教えは今でも

引き継がれている。それは研究が基本にあるというこ

とである。研究によって課題を明らかにし、それをも

とに保全をすすめる。保全はうまくすすむ場合もある

し、すすまない場合もある。すすまない場合にはそれ

をフィードバックし、新たな研究を展開して課題解決

につなげる。研究と保全という歯車は、噛み合いなが

ら常にくるくると回っていなければならない。

　保全の課題は千差万別である。一方で、専門的知識

をもつ人材は限られている。財団の研究者だけでは対

応できない課題にどう向き合うか。このことも加藤先

生は示されている。先生は動物生態学のご専門だが、

先生の組織された学術調査委員会には植物や水質、底

質などのさまざまな分野の研究者が入っていた。すな

わち、他分野の研究者との共同研究である。このあと

に登場する横山潤先生とは沈水植物の復元、海津裕先

生とはハスの刈り払い、水野勝紀先生とは音波を用い

た水中探査、小川健太先生とはドローンによるマガン

調査など、多様な分野の研究者との共同研究によって

これまで多くの課題を解決してきた。

　共同研究の中で私が意識している点は、伊豆沼・内

沼はプラットフォームであるということである。他分

野の研究者と伊豆沼・内沼という一対一の関係以外に

も、同じプラットフォームに乗っている他分野の研究

者同士、横のつながりによって新たな研究が生まれる。

そのためには研究者それぞれの研究結果を集約し、お

互いにその内容を把握できるようにする必要がある。

加藤先生は研究論文集の重要性を常に指摘されていた。

２００７年から伊豆沼・内沼研究報告が毎年発刊され、

同時に研究集会が開催されるようになった。伊豆沼・

内沼研究報告では伊豆沼・内沼および平野部の湿地の

調査研究に関する論文を対象とし、全国各地から毎年

１０数本の論文が掲載される。２０２５年発行の１９

巻までに掲載された論文数は合計１７２本にのぼる。

　振り返ると、現在の伊豆沼・内沼の研究、保全の在

り様は、加藤陸奥雄先生の先見性によって導かれ、こ

こまですすんできたといえる。そしてその方向性はこ

れからも変わらない。研究や保全にもとづく環境保全

対策が充実することで、素晴らしい伊豆沼・内沼の自

然が多くの人の目に触れ、地域活性の資源としての価

値が高まり、そして後世へつながっていく。研究や保

全は目立たない地道な作業であるが、伊豆沼・内沼に

とって最も重要な礎である。

伊豆沼・内沼における調査・研究の歩み
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調査・研究取組状況（年度別・理事会資料から） 1988年（S63)11月
　財団法人　宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団　設立

論文（共著含む）

一般普及書

1989（H1) 年度
柴崎

ハス・マコモ植栽増殖調査
•伊豆沼堤内荒川河川敷圃場
　約3,000㎡
　植え付けから採種までの生育生態調査

•マコモ種子の採取と発芽試験
•堤外地の生育調査

湛水田における植物遷移についての調査

論文（共著含む）

一般普及書

1990（H2) 年度
柴崎

ハス・マコモ植栽増殖調査
•湖内マコモ・ヨシの生育調査
•湖内マコモの地域別分布現況調査
•ハス・マコモ田におけるハス・マコモの
　増殖と生育調査（ハス1,000㎡,マコモ
　6,000㎡）
•ハクチョウによるマコモ田の採餌状況
　調査
•マコモの湖内移植試験

湛水田における植物遷移についての調査

論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査
•底質分布、流速調査、植生調査、気象観測

1991（H3) 年度
柴崎

ハスに関する調査研究
•湖内分布、経年変化、水位上昇に伴う被
　害状況、水位上昇に伴う生理的適応

マコモに関する調査研究
•増水に伴う浮マコモの移動、水位上昇
　に伴う生理的適応
 
ヨシに関する研究
•生育調査、刈取ヨシと非刈取ヨシの比
　較調査　他

論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査 
•底質分布、流速調査、植生調査、気象観測

1992（H４） 年度
柴崎

ハス・マコモの植栽、増殖に関する調査研究
•マコモの生育調査
•ハスの分布域調査
•ハスの花托に関する調査
•ハスの湖内腐敗過程調査
　（東北大・東北学院大との共同研究）

ヨシに関する研究
•生育調査、刈取ヨシと非刈取ヨシの比
　較調査　他

湖面外給餌場設置の検討
湖沼周辺の環境整備の検討

ゴミの調査
湖沼周辺の環境整備の検討

水鳥に対する給餌用餌の開発
湖沼周辺環境整備の検討
•自然植生の調査

■平成3年（1991年）4月26日
　【河北新報】

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

●マコモの地下茎を利用した苗づくり
　（軍団）
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論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査

1993（H5) 年度
柴崎

ハス・マコモの植栽、増殖に関する調査研
究
•マコモ育苗、種別生育調査 
•ハスの分布調査
•ハスの湖内腐敗過程調査
　（東北大・東北学院大との共同研究）

  
ヨシに関する研究    
・生育調査、刈取ヨシと非刈取ヨシの比較
　調査　他   

論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生分布調査
•鳥類分布調査、カラスガイ分布調査
•ハクチョウによるマコモの採餌状況調査

1994（H6) 年度
柴崎・嶋田

マコモ・ハスの増殖に関する生理生態学
的研究
•マコモ育苗試験、種別生育調査
•野生ハスの育成環境及び分布域調査

ヨシに関する研究

論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

1995（H7) 年度
柴崎・嶋田

マコモ・ハスの増殖に関する生理生態学
的研究
•マコモの試験移植及び生育状況の調査
　（世界湖沼会議で発表）
•ハスの分布域調査、ハス域の経年変化
•ハスの刈取時期や再生能力との関係を調査
•ハス種子の発芽に関する試験
 
ヨシに関する研究

論文（共著含む）

一般普及書

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

1996（H8） 年度
柴崎・嶋田

マコモ・ハスの増殖に関する生理生態学
的研究 
•マコモの試験移植、生育調査
　マコモによる湖畔環境の復元
　（環境庁「野生生物保護行政」に発表）
•ハスの分布域調査、ハス域の経年変化
•ハスの刈取時期や再生能力との関係を調査

ヨシに関する研究

保全型給餌池の水質に関する研究
•水鳥の入り込み状況と水質汚染負荷・
　植物浄化機能の調査研究
　（東北工大との共同研究）
　（学会誌報告）
•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

水鳥に対する給餌用餌の開発 保全型給餌池の水質に関する研究
　（世界湖沼会議発表）
•水鳥の入り込み状況と水質汚染負荷・
　植物浄化機能の調査研究
　（東北工大との共同研究）
•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

保全型給餌池の水質に関する研究
•水鳥の入り込み状況と水質汚染負荷・
　植物浄化機能の調査研究
　（東北工大との共同研究）
　（学会誌報告）
•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

•伊豆沼・内沼水質汚濁負荷調査
　（県環境保健センター）
•ヘドロ固化剤性能調査（土木地質）
•湿地発生メタンガス調査（東北学院大）
•新田前沼水質調査（佐沼高校）
•沈砂池に関する基礎調査（土木部河川課）

　

他
団
体
へ
の
協
力
及
び
研
究
支
援

■平成6年（1994年）4月11日
　【河北新報】
■平成6年（1994年）4月11日
　【河北新報】

■平成7年（1995年）
　2月23日【河北新報】
■平成7年（1995年）
　2月23日【河北新報】
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論文（共著含む）

一般普及書　5本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

1997（H9) 年度
柴崎・嶋田

マコモ・ハスの増殖に関する生理生態学
的研究
•浮きマコモの沼内分布調査
•ハスの時期別刈取試験

ヨシに関する研究 

論文（共著含む）　1本

一般普及書　　　4本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査   

1998（H10) 年度
柴崎・嶋田

マコモの水質浄化に関する調査研究
（東北工業大）

ヨシに関する研究
•野鳥生息環境としてのヨシ及びヨシ原
　の役割　他

論文（共著含む）　1本

一般普及書　　　7本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

1999（H11) 年度
柴崎・嶋田

マコモの増殖に関する研究
•ハクチョウの過食防止対策
野生ハスの増殖に関する生理生態学的研究
•種子からのハスの復元方法の確立を目
　指しての調査

ヨシに関する研究
•ヨシの再生に関する調査研究

論文（共著含む）　2本

一般普及書　　　3本
■伊豆沼・内沼ヨシ群落調査（H12年度調査報告）
■伊豆沼・内沼野生ハス復元対策事業報告書

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

2000（H12） 年度
柴崎・嶋田

マコモの増殖に関する研究
•ハクチョウの過食防止対策
野生ハスの増殖に関する生理生態学的研究
•種子からのハスの復元方法の確立を目
　指しての調査

ヨシに関する研究
•刈取時期の違いによる影響調査

水鳥の羽根に関する顕微鏡学的研究

•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

保全型給餌池の水質浄化に関する研究
•マコモ株生長にともなう栄養塩類の吸
　収と水質浄化（水環境学会で発表）

•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

伊豆沼流出口の湖底地形の調査

　
•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

伊豆沼・内沼の凍結に関する調査
・43年ぶりに長期凍結の経過を調査

•野生ハス等水生植物の自然腐敗過程の調査研究
　（東北大・東北学院大との共同研究）
•底質の巻き上がり現象の調査研究
　（県栗原保健所との共同研究）

　

•プランクトン調査（県保健環境センター）
•公共水域水質調査（公害衛生検査センター）
•環境ホルモン、ダイオキシン調査
　（環境対策課）
•ヒトと動物インフルエンザウイルスの
　ウイルス学的サーベランス
　（県保健環境センター）
•ガン・カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•貝類を用いた淡水湖沼の浄化に関する
　研究（東北大）

•プランクトン調査（県保健環境センター）
•水質調査（公害衛生検査センター）
•環境ホルモン調査（環境対策課）
•ヒトと動物インフルエンザウイルスの
　ウイルス学的サーベランス
　（県保健環境センター）
•ガンカモ科鳥類生息調査（自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•メタンガス発生に関する調査（東北学院大）

•環境ホルモン等調査
　（県保健環境センター）
•メタンガス発生に関する調査
　（東北学院大）
•伊豆沼・内沼水質汚濁負荷調査
　（県環境保健センター）
•ヒトと動物インフルエンザウイルスの
　ウイルス学的サーベランス
　（県保健環境センター）

•伊豆沼・内沼水質汚濁負荷調査
　（県環境保健センター）
•メタンガス発生に関する調査
　（東北学院大）
•湖沼図調査（国土地理院）

●鳥類調査

●沈水植物調査

40th Anniversary of Ramsar Site Designation
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論文（共著含む）　3本

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査

2001（H13) 年度
柴崎・嶋田

論文（共著含む）　2本

一般普及書　　　3本

　　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査   

2002（H14) 年度
嶋田・進東

越冬期のマガンの食物の栄養分析
（笹川科学研究助成費の活用）

伊豆沼におけるゼニタナゴの産卵基質と
なる二枚貝に関する研究

論文（共著含む）　1本

一般普及書　　　5本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2003（H15) 年度
嶋田・進東

マガンの羽数合同調査
水田におけるマガンのマイクロハビタット選択
•国内のマガンの個体数、動向を把握す
　るため、全国のマガン飛来地に呼びか
　け月2回の同一日調査を実施。

魚礁周辺のカラスガイの生息調査

論文（共著含む）　

一般普及書　　　1本

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2004（H16） 年度
嶋田・進東

マガン羽数合同調査
鳥類生息状況に対する花火の影響

魚礁周辺のカラスガイの生息調査
植物園内におけるゼニタナゴの移植調査と魚介類調査

　

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•巻き上がり現象による底泥除去、カラスガイによる
　浄化能調査、伊豆野堰導水による水質改善調査、水
　生植物の植生調査と腐敗実験（県保健環境センター）
•ダイオキシン調査（県環境対策課）
•カモ科鳥類生息調査、荒川流入口土砂調査
　（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•水鳥の飛来による水質特性の変化に関
　する研究（鳥取大学連合大学院）
•公共水域水質調査（公害衛生検査センター）

＊その他技術指導　4回 

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•プランクトン調査、巻き上がり現象による
　底泥除去、カラスガイによる浄化能調査
　（県保健環境センター）
•公共水域水質調査（公害衛生検査センター）
•環境ホルモン・ダイオキシン調査（県環境対策課）
•ヒトと動物インフルエンザのウイルス学的サーベランス（国立衛生研）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•土砂堆積調査（東北学院大）
•アサザとガガブタの種間関係について（千葉大）
•蚊によるウイルス媒介に関する状況調査（仙台検疫所）
＊その他技術指導　5回 

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•プランクトン調査（県保健環境センター）
•公共水域水質調査
　（公害衛生検査センター）
•環境ホルモン・ダイオキシン調査
　（県環境対策課）
•ヒトと動物インフルエンザのウイルス
　学的サーベランス（国立衛生研）
•ガン・カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究
　（東北工業大）

•プランクトン調査（県保健環境センター）
•公共水域水質調査
　（公害衛生検査センター）
•環境ホルモン・ダイオキシン調査
　（県環境対策課）
•ヒトと動物インフルエンザのウイルス
　学的サーベランス（国立衛生研）
•ガン・カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究
　（東北工業大）
•貝類を用いた淡水湖沼の浄化に関する
　研究（東北大）

   

ゼニタナゴ復元プロジェクト

■平成15年（2003年）
　10月24日 【河北新報】

■平成13年（2001年）6月23日
　【河北新報】
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論文（共著含む）　2本

一般普及書　　　3本　　査読　4本
■ブラックバス駆除マニュアル
　　～伊豆沼方式オオクチバス駆除の実際～

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2005（H17) 年度
嶋田・進東・藤本

論文（共著含む）　9本

一般普及書　　　5本　　査読　6本
■第１回研究集会
■研究報告　第1巻　　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2006（H18) 年度
嶋田・進東・藤本

マガンの合同羽数調査
マガンの食物、糞における窒素、同位体分析
（岩手大との共同研究）

植物園内におけるゼニタナゴの移植調査
と魚介類調査

環境調査
長距離移動性ガン類の餌資源食物の化学
分析
オオクチバスセンサー装着人工産卵床の
導入と改良

マガンの合同羽数調査
マガンの食物、糞における窒素、同位体分析
（岩手大との共同研究）

植物園内におけるゼニタナゴの移植調査
と魚介類調査

論文（共著含む）　4本

一般普及書　　　1本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2007（H19) 年度
嶋田・進東・藤本

マガンの合同羽数調査
マガンの食物資源の現存量、窒素分析
（岩手大との共同研究）

植物園内におけるゼニタナゴの移植調査
と魚介類調査

　　　三井物産環境基金助成金
オオセスジイトトンボの生態調査
刈取区と非刈取区がヨシ群落にあたえる
刈取区と非刈取区がヨシ群落にあたえる影響調査
長距離移動性ガン類の餌資源食物の化学分析
ナマズの学校による水田の生き物調査

論文（共著含む）　11本　

一般普及書　　　4本

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2008（H20） 年度
嶋田・進東・藤本

マガンの合同羽数調査
マガンの食物資源の現存量、窒素分析
（岩手大との共同研究）

植物園内におけるゼニタナゴの移植調査
と魚介類調査

野生ハスの適正管理に向けた調査・研究
長距離移動性ガン類の餌資源食物の化学分析
タナゴ類の消化管分析

自然再生事業（県からの受託）
•自然再生全体構想案作成業務
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　魚類・貝類復元基礎調査
　　水生植物適正管理基礎調査

　

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•沼内水質調査（公害衛生検査センター）
•安定同位体比を用いた食物網解析（東北大）
•微生物、プランクトンの動態解析（東北工業大）
•野生ハスの栄養化学分析（本吉響高）
•マコモを使った水質浄化
　（NPO法人環境生態工学研究所）
•サイドスキャンソナーを使った底質分析（㈱応用地質）
•オナガガモ、オオハクチョウの渡りの
　衛星追跡（USGS,東京大学）
•オオクチバスの駆除に関する研究（東北工業大）
＊その他技術指導　2回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•沼内水質調査（公害衛生検査センター）
•安定同位体比を用いた食物網解析（東北大）
•脂肪酸を用いたタニシの化学分析（東北大）
•微生物、プランクトンの動態解析（東北工業大）
•野生ハスの栄養化学分析（本吉響高）
•マコモを使った水質浄化
　（NPO法人環境生態工学研究所）
•サイドスキャンソナーを使った底質分析
　（㈱応用地質）
•オナガガモの渡りの衛星追跡（USGS,東京大学）
＊その他技術指導　3回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•巻き上がり現象による底泥除去、伊豆野堰導水による水質
　改善調査、水生植物の植生調査と腐敗実験（県保健環境センター）
•公共水域水質調査（公害衛生検査センター）
•ダイオキシン調査（県環境対策課）
•カモ科鳥類生息調査、荒川流入口土砂調査
　（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•水鳥の飛来による水質特性の変化に関する研究
　（鳥取大学連合大学院）
•安定同位体比を用いた食物網解析（東北大）
•オナガガモの渡りの衛星追跡（USGS,東京大）
＊その他技術指導　3回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•巻き上がり現象による底泥除去、伊豆野
　堰導水による水質改善調査、水生植物の
　植生調査と腐敗実験（県保健環境センター）
•ダイオキシン調査（県環境対策課）
•カモ科鳥類生息調査、荒川流入口土砂
　調査（県自然保護課）
•マコモの浄化能に関する研究（東北工業大）
•水鳥の飛来による水質特性の変化に関
　する研究（鳥取大学連合大学院）
•公共水域水質調査（公害衛生検査センター）

＊その他技術指導　4回

ゼニタナゴ復元プロジェクト

■平成16年（2004年）4月26日
　【河北新報】

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

●研究集会

●研究報告
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論文（共著含む）　7本

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2009（H21) 年度
嶋田・進東・藤本・芦澤

論文（共著含む）　8本

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査   

2010（H22) 年度
嶋田・進東・藤本・芦澤

マガン羽数合同調査
マガンの保全生態学的研究
（岩手大との共同研究）
給餌にともなうガンカモ類の動態調査

伊豆沼・内沼集水域内ため池調査
ゼニタナゴの移植調査と魚貝類調査

自然再生事業
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　　クロモの湖内移植,浮き生け簀を用いた生育実験
　　水生植物適正管理基礎調査
　　　マコモの植栽,ヨシ群落及びハスの刈取
　　魚類・貝類復元基礎調査
　　　ゼニタナゴ・タナゴのため池での繁殖調査

マガンの合同羽数調査
マガンの保全生態学的研究
（岩手大との共同研究）

植物園内におけるゼニタナゴの移植調査
と魚介類調査

自然再生事業
•自然再生全体構想案作成業務
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　魚類・貝類復元基礎調査
　　水生植物適正管理基礎調査

論文（共著含む）　11本　

一般普及書

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2011（H23) 年度
嶋田・進東・藤本・芦澤

マガン羽数合同調査
マガンの保全生態学的研究
（岩手大との共同研究）

伊豆沼・内沼集水域内ため池調査
ため池におけるゼニタナゴの移植調査と
魚貝類調査

　　　
　　オオクチバス防除技術の確立
アメリカザリガニ駆除技術の開発と検証
事業（重点分野雇用創出事業）

自然再生事業
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　　埋土種子発芽実験,生け簀によるクロモ増殖実験
　　水生植物適正管理基礎調査
　　　マコモの植栽,ヨシ群落及びハスの刈取

ブルーギル駆除手法研究・開発事業
　（ふるさと雇用再生特別基金事業）

論文（共著含む）   3本　

一般普及書　　　5本
■著書　「ハクチョウ水べに生きる」
　　　　　小峰書店

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2012（H24） 年度
嶋田・進東・藤本・芦澤

マガン羽数合同調査
マガンの保全生態学的研究
（岩手大との共同研究）
上沼三期地区環境調査事業
伊豆沼・内沼集水域内ため池調査

ため池におけるゼニタナゴの移植調査と
魚貝類調査

外来魚低密度管理技術の開発・検証事業
　（震災等緊急雇用対策事業）
アメリカザリガニ駆除技術の開発と検証事業
　（重点分野雇用創出事業）

南三陸沿岸の天然記念物コクガンの調査
自然再生事業
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　　埋土種子発芽実験,生け簀によるクロモ増殖実験
　　　　＊ジュンサイ野発芽確認
　　水生植物適正管理基礎調査
　　　マコモの植栽,ヨシ群落及びハスの刈取
食物網における放射性物質濃縮評価事業
　（富士フイルムグリーンファンド助成事業）

　

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）
•伊豆沼の底質巻き上げと季節風の関連
　（東北大学）
•モニタリング1000 ヨシ群落・プラン
　クトン調査（国際湿地保全連合）

＊その他技術指導　1回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）
•伊豆沼の底質巻き上げと季節風の関連
　（東北大学）
•乳酸菌を用いたハスの試験加工
　（県産業技術総合センター）
•モニタリング1000 ヨシ群落・プラン
　クトン調査（国際湿地保全連合）

＊その他技術指導　2回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析（東北大）
•微生物、プランクトンの動態解析（東北工業大）
•オナガガモ、オオハクチョウの渡りの
　衛星追跡（東京大学）
•オオクチバスの駆除に関する研究（東北工業大）
•伊豆沼の底質巻き上げと季節風の関連
　（東北大学）
•プランクトン、ヨシ群落調査（国際湿地連合）

＊その他技術指導　2回

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•沼内水質調査（公害衛生検査センター）
•安定同位体比を用いた食物網解析（東北大）
•微生物、プランクトンの動態解析（東北工業大）
•オナガガモ、オオハクチョウの渡りの
　衛星追跡（USGS,東京大学）
•オオクチバスの駆除に関する研究（東北工業大）

＊その他技術指導　1回

生物多様性復元及び外来魚防除・魚類相復元技術開発事業
•駆除技術の開発,効果判定　　・新しい外来魚防除モデルの構築
•魚類相復元に向けた生態系の評価
•ため池における魚類相復元技術の開発と効果検証
•ため池からの集水域魚類相復元モデルの検討

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業 日本経団連自然保護基金

三井物産環境基金助成金

ゼニタナゴ復元プロジェクト

自 然 再 生 全 体 構 想 第 一 期

■平成19年（2007年）
　8月21日【河北新報】

■平成23年（2014年）2月7日
　【河北新報】
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論文（共著含む）　8本
一般普及書　　　5本
■湖沼復元を目指すための外来魚防除・
　魚類復元マニュアル
　 ～伊豆沼・内沼の研究事例～

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2013（H25) 年度
嶋田・藤本・芦澤

論文（共著含む）　2本

一般普及書　　　4本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査   

2014（H26)年度
嶋田・藤本・森・芦澤・上田

上沼三期地区環境調査事業
伊豆沼二工区地区環境配慮検討調査業務

自然再生事業
　　沈水・抽水植物復元
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　水生植物群落の保全
　　　マコモの植栽技術の改善,ヨシ群落及びハスの刈取

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加促進対策
　　　絶滅危惧種の保全,生息調査
　　外来種対策
　　　外来生物の効率的な駆除

上沼三期地区環境調査事業

外来魚低密度管理技術の開発・検証事業
　（震災等緊急雇用対策事業）
アメリカザリガニ駆除技術の開発と検証事業
　（重点分野雇用創出事業）

自然再生事業
　　沈水・抽水植物復元基礎調査
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊クロモ増殖成功
　　水生植物適正管理基礎調査
　　　マコモの植栽,ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊刈取技術の検証
　　在来魚介類の増殖・移植
　　　魚介類の生息調査

食物網における放射性物質濃縮評価事業
（伊豆沼・内沼の動植物の放射能の蓄積実
 態・機構を評価）

論文（共著含む）   9本　

一般普及書
　　　　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2015（H27) 年度
嶋田・藤本・森・芦澤・上田

上沼三期地区環境調査事業
伊豆沼二工区地区環境配慮検討調査業務
伊豆沼・内沼トンボ保全プロジェクト事業

伊豆沼サイト淡水魚類水生生物調査事業
NEDOレーダー検証追跡調査事業

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊ムサシモ発見,植栽方法の再検討
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊刈り払い装置の開発

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加促進対策
　　　絶滅危惧種の保全,生息調査,市民参加型の試行
　　外来種対策
　　　外来生物の効率的な駆除

論文（共著含む） 14本　

一般普及書

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2016（H28） 年度
嶋田・藤本・速水・高橋・倉谷・上田

伊豆沼・内沼トンボ保全プロジェクト事業

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊ガガブタ,コウガイモ発見
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊刈り払い装置の開発

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加促進対策
　　　絶滅危惧種の保全,生息調査,カラスガイの稚貝生産
　　外来種対策
　　　外来生物の効率的な駆除

　

•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）

•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）

•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•魚取沼テツギョ生息調査
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）
•伊豆沼の底質とハスとの関連の解析
　（東北大）

•鳥類相モニタリング（環境省・周年）
•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）
•伊豆沼の底質巻き上げと季節風の関連
　（東北大学）
•モニタリング1000 ヨシ群落・プラン
　クトン調査（国際湿地保全連合）

環境研究総合推進費事業
オオクチバス等に対する

ゼニタナゴ復元プロジェクト

自 然 再 生 全 体 構 想 第 一 期

■平成27年（2015年）
　9月4日
　【河北新報】

■平成27年（2015年）
　9月4日
　【河北新報】

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

■平成24年（2012年）11月11日
　【河北新報】
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論文（共著含む）　5本

一般普及書　　　2本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2017（H29) 年度
嶋田・藤本・速水・高橋・倉谷・上田

論文（共著含む） 13本　

一般普及書　　　4本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2018（H30）年度
嶋田・藤本・速水・高橋

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊複数種の増殖・移植技術の開発
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊湖岸浸食への対応策の検討
よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加促進対策
　　　絶滅危惧種の保全,生息調査,カラスガイの稚貝生産
　　　＊溶存酸素濃度の改善に向けた取組
　　外来種対策
　　　沼およびため池での効率的な駆除

伊豆沼・内沼トンボ保全プロジェクト事業

南三陸沿岸で越冬するコクガンの生育状況の評価

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊クロモ以外の植物の増殖試験
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊溶存酸素濃度の改善

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加促進対策
　　　絶滅危惧種の保全,生息調査,カラスガイの稚貝生産
　　外来種対策
　　　ため池での駆除への拡大

論文（共著含む） 11本　

一般普及書　　　4本　　
■ドローンを活用したガンカモ類調査
　ガイドライン　　　　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2019（R1）年度
嶋田・藤本・速水・麻山

伊豆沼・内沼自然再生事業第二期実施計
画策定

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　沈水植物の系統保存,埋土種子発芽試験,クロモ増殖
　　　＊浅場の造成と複数種の移植
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落及びハスの刈取
　　　＊湖岸浸食の防止策

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　カラスガイの稚貝生産,市民参加型の植栽活動
　　外来種対策
　　　沼およびため池での効率的な駆除

論文（共著含む） 15本　

一般普及書　　　1本

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2020（R2） 年度
嶋田・藤本・速水・麻山

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　発芽や系統保存技術の改善,植栽技術の改善
　　　＊複数種の増殖段階への取組
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落の刈取,エコトーン（浅場）造成
　　　＊エコトーンの効果検証

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　カラスガイの稚貝生産,市民参加型の植栽活動
　　外来種対策
　　　沼およびため池での効率的な駆除

　

•鳥インフルエンザ対策（環境省）•鳥インフルエンザ対策（環境省）•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）

•鳥インフルエンザ簡易検査（環境省）
•カモ科鳥類生息調査（県自然保護課）
•安定同位体比を用いた食物網解析
　（東北大）

経団連自然保護基金事業

環境研究総合推進費事業
科学的防除技術の開発・ロボットによるモニタリング技術の開発

ゼ ニ タ ナ ゴ 復 元 プ ロ ジ ェ ク ト

自 然 再 生 全 体 構 想 第 一 期 自然再生全体構想第二期

■平成29年（2017年）11月21日
　【河北新報】

■令和3年（2021年）
　6月24日
　【河北新報】

●造成したエコトーン（浅場）



論文（共著含む）　8本

一般普及書　　　2本

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2021（R3） 年度
嶋田・藤本・福田

論文（共著含む）　6本　

一般普及書　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2022（R4）年度
嶋田・藤本・速水・福田

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　発芽や系統保存技術の改善,植栽技術の改善
　　　＊沼への移植方法の改善
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落の刈取,エコトーン（浅場）造成
　　　＊エコトーン２工法の検証
よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　ハスの刈取,カラスガイの稚貝生産
　　　エコトーンのモニタリング
　　外来種対策
　　　沼およびため池での効率的な駆除

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　発芽や系統保存技術の改善,植栽技術の改善
　　　＊系統保存方法の改善
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落の刈取,エコトーン（浅場）造成
　　　＊エコトーンへの植物の移植と検証

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　ハスの刈取,カラスガイの稚貝生産他
　　外来種対策
　　　沼およびため池での効率的な駆除

論文（共著含む）　6本　
回
一般普及書

　　　　　

基礎調査
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2023（R5） 年度
嶋田・藤本・速水

■スワンプロジェクト

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　発芽や系統保存技術の改善,植栽技術の改善
　　　＊沼の水位調整の検証
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落の刈取,エコトーン（浅場）造成
　　　＊エコトーンの効果検証

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　ハスの刈取,カラスガイの稚貝生産
　　外来種対策
　　　沼およびため池での駆除の省力化検討

論文（共著含む）　7本　

一般普及書

基礎調査 
•気象観測、植生調査、鳥類分布調査、
　水質調査、魚類相調査

2024（R6） 年度
嶋田・藤本・速水

■スワンプロジェクト

自然再生事業
　　水生植物保全整備
　　　発芽や系統保存技術の改善,植栽技術の改善
　　　＊沼の水位調整の検証
　　湖岸植生保全整備
　　　ヨシ群落の刈取,エコトーン（浅場）造成
　　　＊エコトーンの効果検証

よみがえれ在来生物プロジェクト
　　在来生物増加実証試験
　　　ハスの刈取,カラスガイの稚貝生産
　　外来種対策
　　　沼およびため池での駆除の省力化検討

　

•鳥インフルエンザ対策（環境省）
•ヒシによる水質浄化に関する研究
　（東北工業大）
•ゼニタナゴに関する共同研究（北里大）
•生物の画像分析に関する研究（宮城大）
•ゼニタナゴの保全に関する研究
　（シナイモツゴ郷の会）
•オオハクチョウの追跡調査
　（わいるどらいふ秋田）

•鳥インフルエンザ対策（環境省）
•ゼニタナゴに関する共同研究
　（岡山理科大）
•ゼニタナゴに関する共同研究（北里大）
•生物の画像分析に関する研究（宮城大）
•ゼニタナゴの保全に関する研究
　（シナイモツゴ郷の会）
•オオハクチョウの追跡調査
　（わいるどらいふ秋田）

•鳥インフルエンザ対策（環境省）
•カモ類の追跡調査
　（日本獣医生命科学大学）
•ゼニタナゴに関する共同研究
　（岡山理科大）
•ゼニタナゴに関する共同研究（北里大）
•オオルリハムシ（昆虫）に関する共同研
　究(宮城大）

•鳥インフルエンザ対策（環境省）

ゼ ニ タ ナ ゴ 復 元 プ ロ ジ ェ ク ト

自 然 再 生 全 体 構 想 第 二 期

■スワンプロジェクト

首環付GPSロガー（スワンアイズ）を
装着されたオオハクチョウ

左側を一緒に飛ぶ仲間

ロシア・北極圏のコハクチョウ
の繁殖地
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流氷の残る
オホーツク海を渡る



40th Anniversary of Ramsar Site Designation

伊豆沼

自然再生事業（在来生物復元など）に一緒に取り組んでいただいた皆さん

山形大学　横　山　　　潤
　

　私が伊豆沼・内沼に関わるようになったのは、２０

０７年のことです。せっかく仙台に住んでいたのに、

間の悪いことにその年から山形に引っ越してしまった

ので、仙台からの倍の時間をかけて山形から通って調

査することになりました。

　山を越え、街と田んぼを抜けて伊豆沼・内沼に向か

うと、確かに聞いていた通りしっかりと富栄養化して

いたけれど、初夏にはアサザやガガブタが咲き、夏に

はハスが咲き、秋にはヨシやオギの穂がたなびく美し

いところでした。

　伊豆沼・内沼が貴重な水辺環境であることを頭では

理解していたけれど、仙台にいた時は冬に鳥を見に来

たことしかなかったので、それ以外の季節がこれほど

魅力的だとは思っていませんでした。今では山形から

はるばる調査地に通うのにもすっかり慣れ、毎年沼に

入って水草を調べてきたことを振り返ると、年ごとに

いろいろな水草が増えたり減ったりを繰り広げる様子

に、いつも頭を悩ませていたと感じます。その様子を

いつまで経ってもきちんと理解できないことを情けな

く思うこともありますが、天気の良い日に沼に入って

水草を調べていると、とりあえずそういうことは置い

ておいて沼の中の彼らの生き方を楽しく見ていたいと

感じます。これからも水草を数えながら一喜一憂する

日は続くのでしょうけれど、よりたくさんの水草を沼

の中で楽しく観察できるようになるとよいと思います。
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東京大学　海　津　　　裕
　

　この度は、ラムサール条約登録４０周年まことにお

めでとうございます。私は、２０１６年から、３年間、

環境研究総合推進費で「フィールド調査とロボット・

センサ・通信技術をシームレスに連結する水域生態系

モニタリングシステムの開発」というテーマで初めて

伊豆沼・内沼と携わらせていただきました。その成果

は環境再生保全機構（ERCA）のウェブサイトでご覧

になれますが、私はその中で、ハスを対象として、ど

のように刈払いを行えば効果的に抑制できるかについ

て検討を行いました。夏にきれいな花を咲かせるハス

は、我々の目を楽しませてくれますが、過度な繁茂は

在来種の水草の減少や、漁業への悪影響、水中の貧酸

素化、ヘドロの堆積による浅化などが懸念されます。

そこで、我々は誤差１０㎝程度で自動航行可能な小型

の電動ロボットボートを開発し、ハスの刈払い実験を

行いました。その結果、ハスがその年のレンコンを作

る前に茎を刈り払えば翌年のハスの成長を抑えられる

可能性が示されました。暑い夏や、大雨の中実験を行い、

ロボットボートが故障したりして大変だったこともあ

りましたが、岸辺や水上で伊豆沼の自然を存分に感じ

ることができ、毎回の実験が本当に楽しみでした。こ

こ数年は毎年ヒシの新しい抑制方法についてやはりロ

ボットボートを用いて実験を行っています。こちらに

ついても、新しい知見が得られるものと期待していま

す。あらためまして、いつもサポートしてくださるサ

ンクチュアリセンターの皆様には心より感謝申し上げ

ます。

伊豆沼・内沼の環境保全活動に携わって想うこと

自然再生事業（在来生物復元など）に一緒に取り組んでいただいた皆さん
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　東京大学　水　野　勝　紀

　この度は、伊豆沼・内沼のラムサール条約登録から
４０年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。
この節目に、１０年以上に渡り、研究者として関わっ
てきた一人として、深い感慨を覚えます。伊豆沼は、
日本でも数少ない大型の湿地であり、多様な生物が生
息し、特に、ガン・カモ類の越冬地として国際的にも
重要な場所です。初めて伊豆沼を訪れた際には、その
自然の雄大さに感動を覚えました。さらには、環境保
全をキーワードとした地域文化との結びつきを実感で
きる場であり、また自然の過酷さ、面白さを教えてく
れる研究フィールドとしても、私たち研究者に多くの
示唆を与えてくれる存在です。特に私にとっては、新
たな環境計測機器開発へのチャレンジを許していただ
ける貴重な試験地になっています。

　近年では、I o T 環境計測システムやA Iを用いた魚
類分布のリアルタイム観測、二枚貝の分布計測などを
試行し、湿地の状態をより正確かつ広範に把握できる
ような取り組みを行っています。環境情報計測学は、
自然を計測し、自然の変化を「見える化」する学問です。
伊豆沼というフィールドが与えてくれた無数のデータ
と気づきは、単なる研究成果以上の意味を持ち、人と
自然の関係性を問い直し、次世代に残すべき「自然の
価値」を改めて教えてくれました。
　ラムサール登録 40 周年を迎えるにあたり、この場
をお借りして、伊豆沼とそれを支えてこられた地域の
皆様、そして共に研究を重ねてきた宮城県伊豆沼・内
沼環境保全財団の研究者の方々に、深い感謝を申し上
げます。

環境情報計測学の視点から

自然再生事業（在来生物復元など）に一緒に取り組んでいただいた皆さん
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酪農学園大学　小　川　健　太　

　伊豆沼・内沼では、長年にわたり地域の研究者
や保全関係者によってマガンの個体数調査が継続
されています。こうしたデータが湿地環境の保全
や評価において極めて重要な基盤となっているこ
とは私から言うまでもないですが、一方で高いカ
ウントのスキルを持つ人材の確保が難しい他の地
域でも鳥類のカウントを可能にするために、２０
１６年ごろからドローン空撮によるカウントに挑
戦しています。
　もともとは地元から近い北海道美唄市の宮島沼
で始めた取り組みですが、２０１７年から伊豆沼・
内沼でもドローン空撮を行っており、ここ３年は
毎冬調査をさせてもらっています。調査にあたり
ましては、伊豆沼・内沼環境保全財団の皆様には
大変お世話になっております。カメラを搭載した
ドローンで早朝に飛び立ち前のマガンを撮影して

ドローン空撮によるマガン個体数カウントに挑戦して１０年

います。当初、暗い中での撮影には大苦戦しまし
たが、なんとか撮影できるようになり、撮影した
画像から AI での画像解析でカウントが可能になり、
さらに高性能なカメラを投入して鮮明な画像が得
られるようになったりと進歩してきました。しかし、
約１０分の撮影中のマガンの移動などの課題もあ
り、まだ十分に信頼できるカウント技術の完成に
は至っていません。
　技術やツールは進歩してカウント手法が見えて
きたと思った都度、次に課題が見つかり、むしろ
この難解な課題に自分が取り憑かれているような
感覚を抱くようになりました。撮影には、国土交
通省への申請、野鳥への影響などに配慮などが必
要ですが、保全活動の拡がりへの貢献を目指し、
さらなる研究の進展を目指します。
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＊池干しの作業に奮闘している筆者＊

埼玉県環境科学国際センター　安　野　　　翔
　

　伊豆沼・内沼がラムサール条約に登録されて４０周

年を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます。長

年にわたり保全に尽力されてきた皆様に、深く敬意を

表します。

　ガン類の国内有数の越冬地であり、淡水魚の宝庫で

もある伊豆沼・内沼は、学生の頃から野鳥や魚に親し

んできた私にとって憧れの場所でした。そうした場所

で研究に取り組む機会を得られたことは、当時の私に

とって何よりの喜びでした。２００６年（大学 4 年

生のとき）、オオクチバスによる在来魚の食害が大き

な問題となっていた時期に、本種の食性解析に取り組

みました。バス・バスターズの駆除活動にも参加させ

ていただいた際には、参加者の皆様が腰まで水に浸か

りながら人工産卵床設置や稚魚掬いに取り組む姿を目

の当たりにしました。池干し作業では、私自身も泥の

ぬかるみに足を取られ、身動きが取れず泥だらけに

なった経験があり、こうした過酷な現場での努力に

よって保全活動が成り立っているのだと実感いたしま

した。

　大学院を修了後も、伊豆沼・内沼で調査を継続する

機会に恵まれました。社会人となれば、独力での調査

は困難な中、伊豆沼・内沼環境保全財団の皆様には、

ボートの操縦など現地での調査にご協力いただきまし

た。このようなご厚意のもと、ハス群落の拡大が底生

動物に及ぼす影響について研究を進めることができま

した。これらの研究成果により博士号（論文博士）を

取得することができたのも、財団の皆様の温かなご支

援のおかげであり、改めて深く感謝申し上げます。

　現在は埼玉県で勤務しており、伊豆沼・内沼に頻繁

に通うことは難しい状況ですが、持続的な保全管理に

は、科学的知見の蓄積と現場との連携が欠かせないと

感じております。今後も学術的な立場から、伊豆沼・

内沼の貴重な自然の保全に微力ながら貢献していきた

いと考えております。

伊豆沼・内沼の環境保全活動に携わって想うこと

自然再生事業（在来生物復元など）に一緒に取り組んでいただいた皆さん
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　最近では、トヨタ自動車東日本株式会社をはじめと

した社会貢献活動の一環としての参加される企業も増

えてきました。また、地元の高校から学生を引率して

下さる先生方や、大学生や専門学校生の姿も見られま

す。新たに参加される一般の方もおり、多様な参加者

がこの活動を支えて下さるようになりました。

　かつてはブラックバスの駆除を主な目的として始

まったこの活動も、魚介類が回復してきた今では、沼

の自然にふれ、環境の大切さを体感できる貴重な機会

にもなってきたと実感しています。

活動の始まりと「伊豆沼方式」
　この活動の始まりは２００３年。伊豆沼・内沼のゼ

ニタナゴの危機的状況を受け、ブラックバス問題に危

機感を覚えた研究者や市民が立ち上がり、「ゼニタナ

ゴ復元プロジェクト」が始まりました。

　駆除には宮城県内水面水産試験場に勤めていた高橋

清孝博士が考案した「伊豆沼方式」を用いました。こ

の方式は、ブラックバスの生活史のさまざまな段階で

駆除活動を行い、抑制していくのが特徴です。特に繁

殖抑制に着目していて、ブラックバスに営巣・産卵さ

せた上で産卵床ごと駆除する手法（人工産卵床）や、

稚魚が群れをつくる習性を利用し、群れを皆で囲んで

一網打尽にする方法（稚魚すくい）も駆使してきました。

　当時はブラックバスの数が非常に多く、稚魚は 1

日で 100 万匹以上捕獲されることもありました。産

卵床を駆除しようとすると、親魚と思われる個体が胴

長の上から足をつついてくることもありました。しか

し、活動６年目を迎えた 2009 年頃から、魚介類が

回復し始め、2015 年には、ついにゼニタナゴの姿

も確認することができました。

　さまざまな支援と試行錯誤（電気ショッカーボート）
　長年にわたる伊豆沼・内沼のバス駆除活動は、バス・

バスターズだけでなく、さまざまな方々、団体に支え

られてきました。伊豆沼漁業協同組合や周辺土地改良

区には、駆除作業や水位管理等にご協力頂きました。

上流域のため池に入れられたブラックバスを駆除する

際には、伊豆沼・内沼の上流域の水利組合にご協力を

頂きました。環境省東北地方環境事務所や宮城県自然

保護課には、駆除に必要な資材や、作業員の確保に向

けた支援を長年頂きました。また、駆除技術開発では、

沼に戻ってきたゼニタナゴ
　沼に設置した定置網の中に見つけた１匹のゼニタナ

ゴ。それは、十数年前に姿を消した魚が伊豆沼・内沼

に戻ってきたことを示す象徴的な出来事でした。今で

は、定置網でゼニタナゴが見つかるのは、特別なこと

ではなくなりました。もちろん、モツゴやエビ類など

はたくさん入っていて、網を引き上げた瞬間に魚たち

が跳ねる音は、水面を一斉に飛び立つマガンの羽音を

思わせます。保全活動によって、驚くほど多くの魚た

ちが戻って来ました。かつて沼の生態系を脅かしてい

たブラックバスは、今では数万匹の魚たちの中に 1

匹いるかどうかというレベルにまで減少しています。

　伊豆沼・内沼のように１００ヘクタールを超える大

規模な淡水湖沼において、外来魚の徹底的な駆除によ

り絶滅危惧種（特に深刻な絶滅の危機にある「絶滅危

惧 IA 類」）が復活した例は、国内外を問わず極めて稀

です。環境省が掲げる「ネイチャーポジティブ」、す

なわち 2030 年までに生物多様性の損失を止めて回

復させる目標に照らしても、ゼニタナゴが再び姿を見

せた伊豆沼・内沼は、その先駆けといえる好例として

注目を集めています。

22年目を迎えたバス・バスターズ
　この成果をもたらしたのは、ボランティアを中心に

結成された「バス・バスターズ」です。２００４年に

始まったバス・バスターズはこれまでに延べ４,０００

人以上の方々にご参加いただき、中には２０年以上に

わたって関わり続けて下さっている方々もいます。

この伊豆沼・内沼を、未来の子どもたちに誇れる姿で残したい
―バス・バスターズの成果を将来世代へ―

上席主任研究員　藤　本　泰　文
公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

■図１：2025年 バス・バスターズ集合写真■図１：2025年 バス・バスターズ集合写真

■図２：16年ぶりに伊豆沼・内沼に戻って
　　　 きたゼニタナゴ（2015年撮影）

かした体験や観光を通じて地域の魅力を高めていくこ

とが重要だと考えています。現在、伊豆沼・内沼のほ

とりにある水生植物園を中心に、子どもたちが安心し

て自然に親しめるよう、環境の整備に取り組んでいま

す。実際、体験活動の場では、バス駆除によって増え

て来た魚やエビたちに、子どもたちは目を輝かせなが

ら触れ合っています。さらに、カキツバタや、カラス

ガイ、ジュンサイ、水生昆虫など、生息状況が厳しく

なっている種を沼で復元していくための長期的なプロ

ジェクトも進めています。これらも企業や地元のボラ

ンティアの方々と取り組んでいます。生態系を一つ一

つ復元できれば、沼の魅力は高まると同時に、誇らし

い成果として、私たちの自信にもつながっていくはず

です。「この伊豆沼・内沼を、未来の子どもたちにも

誇れる姿で残すこと」それは、科学者として、そして

この地に関わる一人の大人としての責任であり、心か

らの願いでもあります。

　バス・バスターズだけでなく、ラムサール条約登録

前から、長きにわたって沼の保全活動に尽くして下

さった地域の皆さま、そして未来の伊豆沼・内沼を想

い行動してくださったすべての方々に、心より感謝申

し上げます。今後とも、この伊豆沼・内沼の歩みを、

ともに見守り、育んでいただければ幸いです。

農林水産省や環境省の研究事業の支援を受け、東北大

学や国立環境研究所、東北水産研究所、宮城県水産技

術総合センター、北里大学、東京農業大学と共同研究

を行いました。２００９年には北海道水産試験場の工

藤智氏に来ていただき、北海道でブラックバスの根絶

成功をもたらした電気ショッカーボートの使用方法を

指導いただきました。

　それでも駆除活動の道のりは平坦なものではありま

せんでした。駆除の手応えを感じ始めていた矢先、ブ

ラックバスが急激に回復（リバウンド現象と呼ばれま

す）した時には、夢に出るほど悩まされました。　

　２０１０年頃、同じく外来魚のブルーギルが爆発的

に増加し、ブラックバスを上回るほどの数にまで増加

してしまった時には、もうダメか…とも思わされまし

た。広大な水面と大量の外来魚を前に、途方に暮れる

こともしばしばありましたが、バス・バスターズのメ

ンバーをはじめ、多くの方々の支えがあったからこそ、

活動を続けることができたと実感しています。

ラムサール条約登録の陰で
　　放流されていたブラックバス

　実は伊豆沼・内沼では１９８０年代後半に初めてブ

ラックバスが確認されました。ラムサール条約に登録

されたばかりの沼に、何者かがブラックバスを放流し

たのでしょう。しかし、バス・バスターズならびにさ

まざまな支援活動は、危機に曝された伊豆沼・内沼の

環境を守り回復させました。この成功は、１９６０年

代から地元の方々が長年続けてこられた環境保全運動

やクリーンキャンペーンといった積み重ねがあったか

らこそ、得られた成果です。自然は、人の手によって

壊されることもありますが、人々が集えば守ることも

できるのです。

これからの伊豆沼・内沼と私たちの役割
　これからの伊豆沼・内沼はどのような未来を迎える

のでしょうか。そして、それを取り巻く宮城県や栗原市、

登米市は２０年後、５０年後にどのような姿をしてい

るのでしょうか。これからの日本は、人口減少がより

深刻化します。企業や移住者、若者や観光客に選ばれ、

人口や関係人口の増加につなげなければ、その地域の

衰退は加速していきます。地域が生き残るために「選

ばれる」ことが求められている時代です。

　豊かな自然環境は、地方が持つ大きな強みの一つで

す。しかし、地域が衰退してしまえば荒れてしまい、

安全に楽しむことはできません。

　これからは生物多様性を守ることに加え、それを活
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　最近では、トヨタ自動車東日本株式会社をはじめと

した社会貢献活動の一環としての参加される企業も増

えてきました。また、地元の高校から学生を引率して

下さる先生方や、大学生や専門学校生の姿も見られま

す。新たに参加される一般の方もおり、多様な参加者

がこの活動を支えて下さるようになりました。

　かつてはブラックバスの駆除を主な目的として始

まったこの活動も、魚介類が回復してきた今では、沼

の自然にふれ、環境の大切さを体感できる貴重な機会

にもなってきたと実感しています。

活動の始まりと「伊豆沼方式」
　この活動の始まりは２００３年。伊豆沼・内沼のゼ

ニタナゴの危機的状況を受け、ブラックバス問題に危

機感を覚えた研究者や市民が立ち上がり、「ゼニタナ

ゴ復元プロジェクト」が始まりました。

　駆除には宮城県内水面水産試験場に勤めていた高橋

清孝博士が考案した「伊豆沼方式」を用いました。こ

の方式は、ブラックバスの生活史のさまざまな段階で

駆除活動を行い、抑制していくのが特徴です。特に繁

殖抑制に着目していて、ブラックバスに営巣・産卵さ

せた上で産卵床ごと駆除する手法（人工産卵床）や、

稚魚が群れをつくる習性を利用し、群れを皆で囲んで

一網打尽にする方法（稚魚すくい）も駆使してきました。

　当時はブラックバスの数が非常に多く、稚魚は 1

日で 100 万匹以上捕獲されることもありました。産

卵床を駆除しようとすると、親魚と思われる個体が胴

長の上から足をつついてくることもありました。しか

し、活動６年目を迎えた 2009 年頃から、魚介類が

回復し始め、2015 年には、ついにゼニタナゴの姿

も確認することができました。

　さまざまな支援と試行錯誤（電気ショッカーボート）
　長年にわたる伊豆沼・内沼のバス駆除活動は、バス・

バスターズだけでなく、さまざまな方々、団体に支え

られてきました。伊豆沼漁業協同組合や周辺土地改良

区には、駆除作業や水位管理等にご協力頂きました。

上流域のため池に入れられたブラックバスを駆除する

際には、伊豆沼・内沼の上流域の水利組合にご協力を

頂きました。環境省東北地方環境事務所や宮城県自然

保護課には、駆除に必要な資材や、作業員の確保に向

けた支援を長年頂きました。また、駆除技術開発では、

沼に戻ってきたゼニタナゴ
　沼に設置した定置網の中に見つけた１匹のゼニタナ

ゴ。それは、十数年前に姿を消した魚が伊豆沼・内沼

に戻ってきたことを示す象徴的な出来事でした。今で

は、定置網でゼニタナゴが見つかるのは、特別なこと

ではなくなりました。もちろん、モツゴやエビ類など

はたくさん入っていて、網を引き上げた瞬間に魚たち

が跳ねる音は、水面を一斉に飛び立つマガンの羽音を

思わせます。保全活動によって、驚くほど多くの魚た

ちが戻って来ました。かつて沼の生態系を脅かしてい

たブラックバスは、今では数万匹の魚たちの中に 1

匹いるかどうかというレベルにまで減少しています。

　伊豆沼・内沼のように１００ヘクタールを超える大

規模な淡水湖沼において、外来魚の徹底的な駆除によ

り絶滅危惧種（特に深刻な絶滅の危機にある「絶滅危

惧 IA 類」）が復活した例は、国内外を問わず極めて稀

です。環境省が掲げる「ネイチャーポジティブ」、す

なわち 2030 年までに生物多様性の損失を止めて回

復させる目標に照らしても、ゼニタナゴが再び姿を見

せた伊豆沼・内沼は、その先駆けといえる好例として

注目を集めています。

22年目を迎えたバス・バスターズ
　この成果をもたらしたのは、ボランティアを中心に

結成された「バス・バスターズ」です。２００４年に

始まったバス・バスターズはこれまでに延べ４,０００

人以上の方々にご参加いただき、中には２０年以上に

わたって関わり続けて下さっている方々もいます。

■図３：人工産卵床（上）と稚魚すくい（下）の様子

■図4：定置網で確認された魚の変遷．赤印はブラックバ ス
　　　  稚魚。2024年の写真には1個体も写っていなかった。

かした体験や観光を通じて地域の魅力を高めていくこ

とが重要だと考えています。現在、伊豆沼・内沼のほ

とりにある水生植物園を中心に、子どもたちが安心し

て自然に親しめるよう、環境の整備に取り組んでいま

す。実際、体験活動の場では、バス駆除によって増え

て来た魚やエビたちに、子どもたちは目を輝かせなが

ら触れ合っています。さらに、カキツバタや、カラス

ガイ、ジュンサイ、水生昆虫など、生息状況が厳しく

なっている種を沼で復元していくための長期的なプロ

ジェクトも進めています。これらも企業や地元のボラ

ンティアの方々と取り組んでいます。生態系を一つ一

つ復元できれば、沼の魅力は高まると同時に、誇らし

い成果として、私たちの自信にもつながっていくはず

です。「この伊豆沼・内沼を、未来の子どもたちにも

誇れる姿で残すこと」それは、科学者として、そして

この地に関わる一人の大人としての責任であり、心か

らの願いでもあります。

　バス・バスターズだけでなく、ラムサール条約登録

前から、長きにわたって沼の保全活動に尽くして下

さった地域の皆さま、そして未来の伊豆沼・内沼を想

い行動してくださったすべての方々に、心より感謝申

し上げます。今後とも、この伊豆沼・内沼の歩みを、

ともに見守り、育んでいただければ幸いです。

農林水産省や環境省の研究事業の支援を受け、東北大

学や国立環境研究所、東北水産研究所、宮城県水産技

術総合センター、北里大学、東京農業大学と共同研究

を行いました。２００９年には北海道水産試験場の工

藤智氏に来ていただき、北海道でブラックバスの根絶

成功をもたらした電気ショッカーボートの使用方法を

指導いただきました。

　それでも駆除活動の道のりは平坦なものではありま

せんでした。駆除の手応えを感じ始めていた矢先、ブ

ラックバスが急激に回復（リバウンド現象と呼ばれま

す）した時には、夢に出るほど悩まされました。　

　２０１０年頃、同じく外来魚のブルーギルが爆発的

に増加し、ブラックバスを上回るほどの数にまで増加

してしまった時には、もうダメか…とも思わされまし

た。広大な水面と大量の外来魚を前に、途方に暮れる

こともしばしばありましたが、バス・バスターズのメ

ンバーをはじめ、多くの方々の支えがあったからこそ、

活動を続けることができたと実感しています。

ラムサール条約登録の陰で
　　放流されていたブラックバス

　実は伊豆沼・内沼では１９８０年代後半に初めてブ

ラックバスが確認されました。ラムサール条約に登録

されたばかりの沼に、何者かがブラックバスを放流し

たのでしょう。しかし、バス・バスターズならびにさ

まざまな支援活動は、危機に曝された伊豆沼・内沼の

環境を守り回復させました。この成功は、１９６０年

代から地元の方々が長年続けてこられた環境保全運動

やクリーンキャンペーンといった積み重ねがあったか

らこそ、得られた成果です。自然は、人の手によって

壊されることもありますが、人々が集えば守ることも

できるのです。

これからの伊豆沼・内沼と私たちの役割
　これからの伊豆沼・内沼はどのような未来を迎える

のでしょうか。そして、それを取り巻く宮城県や栗原市、

登米市は２０年後、５０年後にどのような姿をしてい

るのでしょうか。これからの日本は、人口減少がより

深刻化します。企業や移住者、若者や観光客に選ばれ、

人口や関係人口の増加につなげなければ、その地域の

衰退は加速していきます。地域が生き残るために「選

ばれる」ことが求められている時代です。

　豊かな自然環境は、地方が持つ大きな強みの一つで

す。しかし、地域が衰退してしまえば荒れてしまい、

安全に楽しむことはできません。

　これからは生物多様性を守ることに加え、それを活
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ニタナゴの危機的状況を受け、ブラックバス問題に危

機感を覚えた研究者や市民が立ち上がり、「ゼニタナ

ゴ復元プロジェクト」が始まりました。

　駆除には宮城県内水面水産試験場に勤めていた高橋

清孝博士が考案した「伊豆沼方式」を用いました。こ

の方式は、ブラックバスの生活史のさまざまな段階で

駆除活動を行い、抑制していくのが特徴です。特に繁

殖抑制に着目していて、ブラックバスに営巣・産卵さ

せた上で産卵床ごと駆除する手法（人工産卵床）や、

稚魚が群れをつくる習性を利用し、群れを皆で囲んで

一網打尽にする方法（稚魚すくい）も駆使してきました。

　当時はブラックバスの数が非常に多く、稚魚は 1

日で 100 万匹以上捕獲されることもありました。産

卵床を駆除しようとすると、親魚と思われる個体が胴

長の上から足をつついてくることもありました。しか

し、活動６年目を迎えた 2009 年頃から、魚介類が

回復し始め、2015 年には、ついにゼニタナゴの姿

も確認することができました。

　さまざまな支援と試行錯誤（電気ショッカーボート）
　長年にわたる伊豆沼・内沼のバス駆除活動は、バス・

バスターズだけでなく、さまざまな方々、団体に支え

られてきました。伊豆沼漁業協同組合や周辺土地改良

区には、駆除作業や水位管理等にご協力頂きました。

上流域のため池に入れられたブラックバスを駆除する

際には、伊豆沼・内沼の上流域の水利組合にご協力を

頂きました。環境省東北地方環境事務所や宮城県自然

保護課には、駆除に必要な資材や、作業員の確保に向

けた支援を長年頂きました。また、駆除技術開発では、

沼に戻ってきたゼニタナゴ
　沼に設置した定置網の中に見つけた１匹のゼニタナ

ゴ。それは、十数年前に姿を消した魚が伊豆沼・内沼

に戻ってきたことを示す象徴的な出来事でした。今で

は、定置網でゼニタナゴが見つかるのは、特別なこと

ではなくなりました。もちろん、モツゴやエビ類など

はたくさん入っていて、網を引き上げた瞬間に魚たち

が跳ねる音は、水面を一斉に飛び立つマガンの羽音を

思わせます。保全活動によって、驚くほど多くの魚た

ちが戻って来ました。かつて沼の生態系を脅かしてい

たブラックバスは、今では数万匹の魚たちの中に 1

匹いるかどうかというレベルにまで減少しています。

　伊豆沼・内沼のように１００ヘクタールを超える大

規模な淡水湖沼において、外来魚の徹底的な駆除によ
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です。環境省が掲げる「ネイチャーポジティブ」、す

なわち 2030 年までに生物多様性の損失を止めて回

復させる目標に照らしても、ゼニタナゴが再び姿を見

せた伊豆沼・内沼は、その先駆けといえる好例として
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22年目を迎えたバス・バスターズ
　この成果をもたらしたのは、ボランティアを中心に

結成された「バス・バスターズ」です。２００４年に
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稚魚が群れをつくる習性を利用し、群れを皆で囲んで

一網打尽にする方法（稚魚すくい）も駆使してきました。

　当時はブラックバスの数が非常に多く、稚魚は 1

日で 100 万匹以上捕獲されることもありました。産

卵床を駆除しようとすると、親魚と思われる個体が胴

長の上から足をつついてくることもありました。しか

し、活動６年目を迎えた 2009 年頃から、魚介類が

回復し始め、2015 年には、ついにゼニタナゴの姿

も確認することができました。

　さまざまな支援と試行錯誤（電気ショッカーボート）
　長年にわたる伊豆沼・内沼のバス駆除活動は、バス・

バスターズだけでなく、さまざまな方々、団体に支え

られてきました。伊豆沼漁業協同組合や周辺土地改良

区には、駆除作業や水位管理等にご協力頂きました。

上流域のため池に入れられたブラックバスを駆除する

際には、伊豆沼・内沼の上流域の水利組合にご協力を

頂きました。環境省東北地方環境事務所や宮城県自然

保護課には、駆除に必要な資材や、作業員の確保に向

けた支援を長年頂きました。また、駆除技術開発では、

沼に戻ってきたゼニタナゴ
　沼に設置した定置網の中に見つけた１匹のゼニタナ

ゴ。それは、十数年前に姿を消した魚が伊豆沼・内沼

に戻ってきたことを示す象徴的な出来事でした。今で

は、定置網でゼニタナゴが見つかるのは、特別なこと

ではなくなりました。もちろん、モツゴやエビ類など

はたくさん入っていて、網を引き上げた瞬間に魚たち

が跳ねる音は、水面を一斉に飛び立つマガンの羽音を

思わせます。保全活動によって、驚くほど多くの魚た

ちが戻って来ました。かつて沼の生態系を脅かしてい

たブラックバスは、今では数万匹の魚たちの中に 1

匹いるかどうかというレベルにまで減少しています。

　伊豆沼・内沼のように１００ヘクタールを超える大

規模な淡水湖沼において、外来魚の徹底的な駆除によ

り絶滅危惧種（特に深刻な絶滅の危機にある「絶滅危

惧 IA 類」）が復活した例は、国内外を問わず極めて稀

です。環境省が掲げる「ネイチャーポジティブ」、す

なわち 2030 年までに生物多様性の損失を止めて回

復させる目標に照らしても、ゼニタナゴが再び姿を見

せた伊豆沼・内沼は、その先駆けといえる好例として

注目を集めています。

22年目を迎えたバス・バスターズ
　この成果をもたらしたのは、ボランティアを中心に

結成された「バス・バスターズ」です。２００４年に

始まったバス・バスターズはこれまでに延べ４,０００

人以上の方々にご参加いただき、中には２０年以上に

わたって関わり続けて下さっている方々もいます。

■図６地元の子どもたちとの植生復元活動の様子

かした体験や観光を通じて地域の魅力を高めていくこ

とが重要だと考えています。現在、伊豆沼・内沼のほ

とりにある水生植物園を中心に、子どもたちが安心し

て自然に親しめるよう、環境の整備に取り組んでいま

す。実際、体験活動の場では、バス駆除によって増え

て来た魚やエビたちに、子どもたちは目を輝かせなが

ら触れ合っています。さらに、カキツバタや、カラス

ガイ、ジュンサイ、水生昆虫など、生息状況が厳しく

なっている種を沼で復元していくための長期的なプロ

ジェクトも進めています。これらも企業や地元のボラ

ンティアの方々と取り組んでいます。生態系を一つ一

つ復元できれば、沼の魅力は高まると同時に、誇らし

い成果として、私たちの自信にもつながっていくはず

です。「この伊豆沼・内沼を、未来の子どもたちにも

誇れる姿で残すこと」それは、科学者として、そして

この地に関わる一人の大人としての責任であり、心か

らの願いでもあります。

　バス・バスターズだけでなく、ラムサール条約登録

前から、長きにわたって沼の保全活動に尽くして下

さった地域の皆さま、そして未来の伊豆沼・内沼を想

い行動してくださったすべての方々に、心より感謝申

し上げます。今後とも、この伊豆沼・内沼の歩みを、

ともに見守り、育んでいただければ幸いです。

農林水産省や環境省の研究事業の支援を受け、東北大

学や国立環境研究所、東北水産研究所、宮城県水産技

術総合センター、北里大学、東京農業大学と共同研究

を行いました。２００９年には北海道水産試験場の工

藤智氏に来ていただき、北海道でブラックバスの根絶

成功をもたらした電気ショッカーボートの使用方法を

指導いただきました。

　それでも駆除活動の道のりは平坦なものではありま

せんでした。駆除の手応えを感じ始めていた矢先、ブ

ラックバスが急激に回復（リバウンド現象と呼ばれま

す）した時には、夢に出るほど悩まされました。　

　２０１０年頃、同じく外来魚のブルーギルが爆発的

に増加し、ブラックバスを上回るほどの数にまで増加

してしまった時には、もうダメか…とも思わされまし

た。広大な水面と大量の外来魚を前に、途方に暮れる

こともしばしばありましたが、バス・バスターズのメ

ンバーをはじめ、多くの方々の支えがあったからこそ、

活動を続けることができたと実感しています。

ラムサール条約登録の陰で
　　放流されていたブラックバス

　実は伊豆沼・内沼では１９８０年代後半に初めてブ

ラックバスが確認されました。ラムサール条約に登録

されたばかりの沼に、何者かがブラックバスを放流し

たのでしょう。しかし、バス・バスターズならびにさ

まざまな支援活動は、危機に曝された伊豆沼・内沼の

環境を守り回復させました。この成功は、１９６０年

代から地元の方々が長年続けてこられた環境保全運動

やクリーンキャンペーンといった積み重ねがあったか

らこそ、得られた成果です。自然は、人の手によって

壊されることもありますが、人々が集えば守ることも

できるのです。

これからの伊豆沼・内沼と私たちの役割
　これからの伊豆沼・内沼はどのような未来を迎える

のでしょうか。そして、それを取り巻く宮城県や栗原市、

登米市は２０年後、５０年後にどのような姿をしてい

るのでしょうか。これからの日本は、人口減少がより

深刻化します。企業や移住者、若者や観光客に選ばれ、

人口や関係人口の増加につなげなければ、その地域の

衰退は加速していきます。地域が生き残るために「選

ばれる」ことが求められている時代です。

　豊かな自然環境は、地方が持つ大きな強みの一つで

す。しかし、地域が衰退してしまえば荒れてしまい、

安全に楽しむことはできません。

　これからは生物多様性を守ることに加え、それを活

50
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ブラックバス退治とゼニタナゴ

高　橋　清　孝
NPOシナイモツゴ郷の会

　２００１年 4 月に宮城県内水面水産試験場へ異動

すると、伊豆沼漁業協同組合から魚が捕れなくなった

ので原因・対策を検討して欲しいとの要請があった。

統計事務所と漁協の資料を調べたところ、それまで年

間３０ｔ前後漁獲していたコイ、フナ、モツゴなどが

１９９６年に半減し、１９９７年からは１／３に激減

した。東北地方を代表する淡水魚で伊豆沼が全国一の

生息量を誇っていたゼニタナゴは年間５ t 前後を水揚

げしていたが、これ以降、沼本体では２０１５年まで

１尾も見られなくなった。代わりに現れたのがブラッ

クバスで１９９６年に７００ kg、１９９７年以降は

２～３ t も漁獲されるようになった。ブラックバスの

弱点を探しだし対策を練るのが、私の仕事になった。

　最初にわかったのは秋に水温が下がると定置網へブ

ラックバスがたくさん入り出すことだった。早速、漁

業協同組合と協議し１０～１２月に定置網を１０倍増

やすバス捕獲作戦を展開した。伊豆沼のバスを半減さ

せることに成功したが、春に出現する稚魚は減少しな

かった。

　次にバスの産卵状況を調べた。卵は泥に覆われると

死んでしまうので小石や植物の根に卵を産み付ける。

また、親バスは卵や稚魚が他の魚に食べられないよう

に見張るため、目隠しにはさまれた場所に産卵するこ

とが多い。この習性を利用して苗ポットトレーに砕石

を敷いてコの字型のブラスチック網をとりつけた人工

産卵床を造った。予想通りバスは人工産卵床に好んで

産卵したので、これを取り上げて卵を駆除できるよう

になった。さらにバス稚魚はふ化後一ヶ月間、岸辺の

水面に密集しミジンコを食べるので、この間はタモ網

で簡単にすくうことができた。このようにして誰でも

効果的なバス駆除ができるようになり、この方法は伊

豆沼方式と呼ばれ、現在も引き継がれて輝かしい成果

を上げてきた。私は２００５年から他機関へ異動し訪

れる機会は少なくなったが、その後、電気ショッカー

ボートが導入され、現在、ブラックバスは数百尾しか

生息していないという。

　一方、伊豆沼・内沼の水源地である里山のため池は

３００個以上もあり、この多くにバスが生息し、ここ

で繁殖した稚魚が沼へ流下していると考えられた。多

くの人々がバス根絶を目指し、秋～冬に池の水を抜い

てバスを退治し始めた。この取り組みは、２０年にわ

たり継続中であり、これにより、バス稚魚の供給を激

減させ、沼本体におけるバスの減少に大きく貢献した。

さらに、ゼニタナゴは１９９８年以降、沼本体で一時

的に全滅したが、幸いなことに、上流の里山でゼニタ

ナゴが生息しているため池が見つかった。２０１５年

以降、ゼニタナゴは伊豆沼本体でも出現するようにな

り、これは、ため池起源のゼニタナゴが沼本体で繁殖

できるようになったことを示していると考えられる。

　今後も伊豆沼・内沼の貴重な自然を守り続けるため

には、１９９６～１９９７年に発生したレジームシフ

ト（生態系激変）を教訓に、周辺のため池群や河川を

含む広範な水域を保全する必要性が高まっている。最

後に宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団の方々の生態系

保全への強固な意志と粘り強い取り組みに敬意を表し、

市民活動へのご指導・支援に感謝します。
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ゼニタナゴ復元プロジェクト　

理事長　斉　藤　憲　治
　一般社団法人 水生生物保全協会

　なに寝言を言ってるのか、と思った。２００４年ご

ろの伊豆沼・内沼では、大型のコイやフナ以外に捕れ

る魚のほぼすべてがブラックバス（以下、バス）。ほ

んの１０年ぐらい前には湖岸に帯をなしていたという

ゼニタナゴなど影も形もなかった。伊豆沼・内沼にゼ

ニタナゴを復元するにはまずバス駆除が必要だ。それ

も捕り尽くさなければならない。捕り残すとまた順調

に繁殖して、元の木阿弥になってしまうだろう。だが

５００ ha 近い湖面のいたるところにいるバスを捕り

きることなどできるのか ? それでもバス駆除を中心

的に進めた伊豆沼財団とシナイモツゴ郷の会は意気軒

昂だった。その熱意にほだされて多くの人が集まって

きて、バス・バスターズが結成された。私もそのうち

の一人だが、内心、どうせ失敗だ、と思っていた。

　1 年目の２００４年。慣れていないこともあり無駄

な動きも多く、疲弊した。無理筋のなかで効果があり

そうな、バス稚魚の駆除数は１００万匹あまり。足り

ない。２年目にはまた同じことをやるのかと暗い気持

ちになったが、メンバーの腕が上がって駆除数は５０

０万匹あまり。そして４年目の２００７年。沼から消

えていた小エビが捕れるようになった。小魚が戻り始

めた。その年のバス稚魚駆除数は１８万匹。減少は明

らかだ。ようやく希望が見えた。しつこく捕り続けれ

ば何とかなると教えられた。

　１２年目の２０１５年。沼に仕掛けた定置網にゼニ

タナゴがぽつぽつ入るようになった。２０２０年には

沼での産卵行動が観察された。まだバスがはびこる前

ほどには復元していないが、２０２３年のバス・バス

ターズの活動では１０００匹以上の稚魚が捕れるまで

になった。伊豆沼・内沼ではゼニタナゴはふつうの魚

になりつつある。

　２０２５年２月、環境省はゼニタナゴを種の保存法

対象種（第 1 種）に指定した。困ったことになった。

第 1 種とは、ペット業者による養殖ものの売り買い

はできるが、野生のものを捕ったりできないというこ

と。伊豆沼・内沼で復元されたゼニタナゴにさわれな

いのだ。一般の人は、特別に許可された人が捕ったも

のをガラス越しに見るだけだ。自然再生の成果がみん

なのものにならない。こうして野生のゼニタナゴを知

らない人が、これからのゼニタナゴの保護と再生を

担ってゆく。それでことが進むのか、心配している。
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ゼニタナゴ復元プロジェクトに
関わって想う事

会　長　池　田　洋　二
　

　私がこのプロジェクトに参加したのは２００４年の

事でした。

　釣りが趣味である私は、地元福島県の渓流でオオク

チバスを釣ってしまったことからこの川の異変に気が

付きます。何故ここにバスが居るのか ?調べてみると、

上流にあったため池にオオクチバスが繁殖してしまい

大水等で流下し、渓流の滝つぼなどに生息してしまっ

ている現状が見えてきました。

　このままでは川がおかしくなる。どうしたら良いの

だろう ?そんな事を考えていた所宮城県の伊豆沼で画

期的なオオクチバスの駆除方法が開発されたと言う話

を知り、当初はこの技術を学んで地元に持ち帰ろうと

思ったのがゼニタナゴ復元プロジェクトに参加する

きっかけでした。

　実際にこのプロジェクトに参加し作業を行ってみる

と、今度は伊豆沼の現状が見えてきました。鳥や風、

刻々と変化する素晴らしい自然の景観とは裏腹に水の

中の生物相が単相化している事、特に衝撃を受けたの

は、沼の中に仕掛けてある定置網を覗いた時です。中

に入っていたのはおびただしい数のオオクチバスの稚

魚、ウシガエルのオタマジャクシと数千匹の外来種の

中に大型化したモツゴが数匹、ゼニタナゴはおろか他

の魚は見当たらず、エビ類も一切入っていませんでし

た。目を塞ぎたくなるような惨状です。この状態から

本当に伊豆沼の生態系は回復するのか ?・・不安と共

に私の中でまた新たな目標が出てきました。とにかく

何年かかってもいいこのプロジェクトに参加し続けて

伊豆沼の生態系が以前の姿に戻れるよう微力でも協力

してみよう。そして実際に伊豆沼でゼニタナゴが泳い

でいる姿をこの目で見てみたいそう思う様になりまし

た。

　それから毎年伊豆沼で活動していた２０１５年に嬉

しいニュースが私の耳に飛び込んできました。伊豆沼

でゼニタナゴが再確認されたのです。その後も続々と

生息の確認があり、現在は定置網を覗いても多種多様

の魚、そして沢山の甲殻類を見ることができます。

20 年前衝撃を受けたあの惨状はもうどこにもありま

せん。少しずつではありますが、これまでの成果を確

実に肌で感じられるようになってきました。水を抜か

ずに外来種を抑制しながら生態系の復元が確認された

事例は恐らく日本では伊豆沼が初めてではないでしょ

うか ?そんなプロジェクトに微力ながら参加できた事

を心から誇りに思いますし、今後全国の生態系復元手

法のモデルケースとして参考になれば嬉しい限りです。

しかし、現在外来種に対し抑制はされているものの、

未だオオクチバスの根絶には至っておらず、油断して

手を緩めてしまうと又直ぐに元に戻ってしまいます。

　私は今年も伊豆沼に通います。伊豆沼が本当の姿を

取り戻すまで体の続く限り見守っていきたいと思って

います。

阿武隈生物研究会
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鈴　木　　　康
　

　私が初めて伊豆沼を訪れたのは、地元（県南の白石

市）で自然保護に関わる方々に連れられ、泊まりがけ

で観察に来た高校１年の冬です。ちょうど伊豆沼・内

沼がラムサール条約登録湿地となった頃です。それま

で地元で白鳥等は観察していましたが、マガンを初め

て目にし、翌朝の飛び立ちの光景に感動し、伊豆沼に

関わる方々に出会って自然との関わり方を意識するな

ど、今の自分につながるきっかけとなりました。

　現在はこの地域に住み、日常にガン類が普通のもの

となりました。自宅上空を大群が編隊で通過する贅沢

な環境にいます。自分がガン類の飛来しない地域で

育ったことで、伊豆沼周辺の恵まれた環境の価値がよ

り強く認識できていると思います。

　理科の教員になり、自然や生き物に興味を持つ生徒

と一緒に活動してきたことも自分にとって大きな財産

です。少しでも自然環境に関心を持たせることができ

ればと願いながら、バス・バスターズや蓮・沈水植物

等をテーマにした研究発表に一緒に取り組む中で、生

徒はこちらの予想しない柔軟な発想を見せることもあ

ります。私自分もその中で新しい気づきや刺激も多く、

貴重な時間となっています。生徒は実際に沼に入って

様々な生物を目にしたり触れたり、気象の変化、水の

濁りや匂い、沼底の状態を足先で感じたりすることで、

生物や自然環境について肌感覚を持てていると思いま

す。体感した自然環境のイメージを根底に持った生き

方ができるのではないかと期待しています。

　また最近、この地域の貝塚から発掘・保管されてい

たガン類等の遺存骨を目にしました。この地域は縄文

海進後に広く湿地帯が形成され淡水性貝塚が多数存在

する全国でも特徴的な場所とのことです。伊豆沼を含

むこの地域が、古来よりガン類が飛来し、それを当時

の人々が利用した証拠があり、現在もガン類に選ばれ

渡りが続いている、ワイズユースや環境の維持等、重

要な意味を持つ地域であるとあらためて認識していま

す。

ちょうど４０年前に伊豆沼を訪れて

宮城県築館高等学校

伊豆沼・内沼自然再生協議会公募委員


